
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

☑ スクールソーシャルワーカーとは

目的）種々の要因によって児童生徒が著しく 教育を受ける機会・権利を侵害された状況に対して

　　速やかに 社会福祉的方法でその状況を改善し教育を保障する

配置のねらい）

　　　　

☑ ＳＣとＳＳＷの違いについて

☑　教育と福祉の連携

教育以外の専門スタッフとしてスクールソーシャルワーカーや関係機関と連携して課題に取り組んでいく

　「チーム学校」の構築が重要 となってきている

◆ 福祉の視点・・・　「木（子ども）を見て　森全体（生活全体）も見る」

※ その子、そのもの一つだけをみても、その環境、取り巻くもの全てをみなければ

　子どもの良くない点、よくない状況をよい状況にかえることをできない

◆ 教育現場に福祉の視点を取り入れる ➡➡　スクールソーシャルワーク

◆ ＳＳＷの具体的な支援

児童生徒・家族への直接的なかかわり 学校や先生を通じてのサポート

・児童生徒、保護者面接（家庭訪問を含む） ・ケースの情報収集、アセスメント、プランニング

・児童生徒や保護者のためのグループワーク ・校内ケース会議の開催、参加

・機関連携ケース会議への参加　　など
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◆子どもが学校生活を送る中で直面する困難について、

子どもの最善の利益を追求し、教育権の保証と自立支

援の視点から、問題の解決を目指していく。

◆福祉の専門的知識・技術を持って、本人と本人の置

かれている環境（家族・学校・地域）に働きかけてい

く。

ニーズ要因を

深く探る

〇ニーズは一つではない

〇「困ったな」と思われることそのもの以外のニーズが存在する

ニーズ背景を

把握する

〇「困ったな」と思われることの背景には、どんな問題があるのか

を正しく把握する

校内協働
〇子ども抱えるニーズを教職員間で共有認識し、担任教師一人で抱

え込まないよう、役割を明確にする

ソーシャル

ワークの視点


